「これで粗方片付いた、かな？」

　きらきらと輝く窓を見上げながら、紅美鈴は満足気に頷く。

「ありがとうね、クレート。それに皆も手伝ってくれて」

「いえ、これがわたくし達の仕事ですから。こちらこそ有難う御座います、紅隊長」

　深々と頭を下げ、淡々とした口調で妖精メイドの副メイド長――クレートが頭を下げる。

　慇懃な態度、真面目な性格。とても悪戯好きな妖精とは思えない。今日の館中の掃除も、彼女が他の妖精たちを纏め上げてくれたからこそ、早々に片付いたと言っても過言ではない。

　さすが、あのメイド長咲夜が直々に指名しただけのことはある。

　外を見れば、もうそろそろ夜が明けようという頃合いだった。そろそろ自分の本来の仕事に戻らなくてはと、美鈴は気持ちを入れ替える。

「それじゃあ、わたしは自分の仕事に行くわね」

「左様ですか」

　特に名残惜しげもなく、クレートは言う。

「うん。皆、用具の片付けが済んだら食事にしてね。ウォーテスが準備してくれてるから」

　その事を告げた途端、妖精メイドたちから歓喜の声が上がると同時に、驚くほどに素早い動作で片付けが進行、すぐ様食堂へと向かって行った。いやはや、さすがは妖精というべきか、己の欲望になんと忠実なことだろう。惜しむらくは、それを掃除時に発揮してくれなかったことだと、美鈴は一人、苦笑混じりに思う。いや、むしろ発揮してなくて良かったのかもしれない。そんなことをすれば、きっと全員が逃げ出すだろう。

「貴方は行かないの？」

　と、一人この場に残ったクレートに尋ねてみると、

「今行ったところで、すぐに食事に有り付けるとは思いません。ウォーテスもうるさくしそうなので、少し時間をずらしてから行きます」

　そんなことをすると、結局はウォーテスがじゃれ付きに来るのではないか、と言おうとしたが、やはり止めておいた。あまりにも今さら過ぎることだ。

　料理長ウォーテス。メイドにしてはクレートと同様によく働く、珍しい存在だ。ただし、あまりにもクレートを想うあまり、クレートが姿を現すと仕事そっちのけになる、やや困った妖精でもある。

その事を熟知しているクレートが言う様に、確かに彼女がいま食堂に行くのはまずいだろう。ただでさえ混んでいる筈の食堂がさらに荒れるものと思われる。クレートは中々よく考える妖精だと、かつて咲夜が評価していたのを思い出した。本当に、その通りだ。

「それより紅隊長、隊長はそろそろ行かなくては宜しいので？」

「あぁっと、そうだった」

　言われて思い出し、美鈴は踵を返して門前へと向かう。

「それじゃあ、貴方もゆっくりしてね、クレート」

「はっ。有難う御座います」

　深く頭を下げるクレートを背に、美鈴は歩き出した。

　浮き足立つ。当然だ。なぜか。

　今日は十六夜咲夜が帰ってくるからだ。

　一番最初に出迎える仕事場に配属した主に感謝しつつ、足早に門へと向かって……

「もう嫌です！」

　大音量の言葉に頭を殴られた様な気がした。

「な、なに？」

　慌てて振り向くと、ヴワル魔法図書館に通じる道から、匍匐で前進してくる子悪魔と、その腰に手を回して引っ張られるパチュリーがいた。

　なんだこれは。美鈴は素直にそう思った。

「何が悲しくて、自分がモデルのキャラを描かなきゃならないんですか！？　しかもパチュリー様は全然やらないじゃなですか、言いだしっぺなのに！！」

「OKリトル、話し合いましょう。わたしは今スランプ中だと何度も何度も……」

「ええ！　何度も何度も何度も聞きましたよ！　それこそ、漫画描くわよ、とか言い出したその日からずっと！！　全工程をワタシに遣らせないで下さい！」

「大丈夫。明日にはこのスランプも治っているわ」

「どこから溢れるんでしょうねぇ、その自信？！」

「自分を信じる、と書いて自信と読むのよ？」

「そう言って、毎回毎回、逃げるのはどこの誰ですか！　こないだはレミリア様の部屋に逃げてたし！　美鈴さんに手紙渡してなかったら、ずっと逃げ続ける気だったでしょう？！」

「だって、リトルが本を燃やすとか言うから」

「本当に燃やしましょうか！？」

「本だけに、本当に……ぷっ。中々、上手いわね、リトル」

「もうやだああああああああ！！！」

　ああ、なるほど。こないだの手紙はそういう内容だったのかと、それだけを頭に入れ、美鈴は見てみぬ振りを決め込んだ。あんな騒動に巻き込まれてはたまったものではない。

　小悪魔の何かを訴える瞳を背中に感じながら、美鈴は走って逃げ出した。

「あ、美鈴さああああああああん！！」

　許せ、友よ。

「だからさぁ、告っちゃえば良いじゃ～ん。紅隊長だって、きっと邪険にはしないって」

「そ、そういう問題じゃないの」

「んもぅ。コタラーちゃんはす～ぐこれだぁ。いい？　動いても駄目かもしれないけれど、動かないことには始まらないのよ？」

　そんないつも通りの会話を門前で繰り広げるコタラーとシラリーは、やはりいつも通り、暇そうにしていた。

　本日の勤務は夜勤。そろそろ交代の時間が近い姉妹は、のんびりと会話に花を咲かせていた――主に妹が。

「もうそろそろ紅隊長が来るからさ、せめて食事に誘うくらいのことはしてみたら？」

「だ、だから！　私は…別に、そんなんじゃ……もぉ～！」

　はぁ、と息を吐き、妹のシラリーは溜め息を吐く。

「駄目だねぇ、お姉ちゃん。姉の名が泣くよ？」

「べ、別にいいもの」

　一方、コタラーは顔を赤くして、シラリーから逸らしていた。この姉妹はいつもこうだ。

　コタラーが紅美鈴に思いを寄せていることは美鈴以外の周知の事実であり、今さら隠そうにも隠せないことである。以前はこの館の主に、血眼で、

「そうだ、貴方と美鈴がくっ付けばいいのよ！　なんなら運命を操作してあげるわ。あんな奴に、私の咲夜もフランも渡すものですかあああああ！！」

　と、殺気混じりに言われたことがある（さすがにその申し出は断ったが）。その他の番兵やメイドたちにも、からかい九割の応援を受けたが、コタラー自身は動く気など毛頭ない。格が違いすぎるのだ。自分は妖精、相手は妖怪。さらに自分は一般兵で、想い人は兵隊長。そして何よりも、その人にも想い人がいる。これで動けというのは、さすがに無理なことだと、コタラーは考えている。

「暗いなぁ～。だからコタラーーちゃんは駄目なのよ」

「駄目駄目って連呼しないでよ」

　さすがになけなしの自身も無くしてしまいそうだ。こないだなんて、一緒に昼食をとったんだから、と言い返そうとして、自分たち以外の気配を感じ、留まる。

「あんたらさ、ちょっとどいてくんない？　悪いと思わないからさ」

「……何者？」

「ここは紅魔館だよ、お嬢ちゃん」

　二人して、即座に武器を構える。相手は見た目、ただの少女に見えたが、あてにはならない。子供なのに恐ろしい力を秘めている者は、この幻想郷にはごまんといるからだ。たとえば白黒の魔法使いとか。

「だからどいてって言ってんの」

「答えなさい、貴方は誰ですか？」

「紅魔館に用事とは、穏やかじゃないないねぇ。討ち入り？」

「あ～もう！　話にならないじゃない。めーりんはどこよ？」

「紅隊長？」

　すっと、コタラーの目つきが鋭くなる。反対に、シラリーの目つきは少し穏やかになった。

「貴方、いったい何者ですか。紅隊長を美鈴などと呼んで……私だって、そんなのできないのに……」

「紅隊長の知り合い？　きゃあ～なになに、どういう関係？　ねぇねぇ、教えてよ！」

「うるさーい！　もういい、力尽くで突破してやるから！」

「上等です！　簀巻きにして、妹様のお部屋に放り込みますから！」

「あ、やっぱやるんだ……？」

　かくて、二人は突然の訪問者と戦うことになった。

「ねぇ、めーりん！」

　背後から突然抱き付いてきた主の妹、フランドール・スカーレットを背負いながら、美鈴は返す。

「はい、何でしょうかフラン様」

「服、これで良いかな？」

　背中から下ろして見つめた少女の姿は、いつものごてごてのドレスとは違い、極めて軽装。長袖シャツと、ホットパンツという、まるで今からでも遊びに行くような格好だ。美鈴はん～、と唸った後、そうですねぇ、と付けたし、

「これなら完璧でしょうか」

　と、自分の上着を羽織らせた。

「うわぁ！　ありがとう、めーりん！」

「いえいえ」

　本当はこれから外に出るための上着だったのだが、フランドールは言うなれば、自分のもう一人の主――大切な人だ。風邪をひくとは思い辛いが、それでも五百年近く閉じ込められていたのなら、風邪に対する抵抗も低いと思われる。屋敷は暖かいが、念には念を。自分は体が丈夫なので、上着ぐらいは無くても何とも無い。

「うわぁ、楽しみだなぁ！　みんなまだかなぁ？」

「そうですね。そろそろじゃないでしょうか？」

　時間を見ると、そろそろ彼女の友人たちが来る頃だろうと思われる。いったい何時の間に知り合ったのかは、未だに教えてもらえないのだが。

「ねぇねぇ、めーりん」

「はい、何でしょうか？」

　無邪気な少女は、やはり無邪気な笑みを浮かべる。

「今日は咲夜も帰ってくるんでしょ？　嬉しいことが一杯だね」

「そうですね。今日は幸せの日かもしれません」

「わーい！　幸せ記念日だー！」

　両手を挙げて、フランドールは喜びを表現する。この笑みを見る度に、自分は紅魔館で働いていて良かったと思えるのだ。

「ではフラン様、わたしはこれから仕事に行って参ります」

「うん。今日が終わったら、またあたしと一緒に遊んでくれるのよね？」

「ええ」

　咲夜が休んでからの数日間、フランドールの機嫌は非常に悪いものだった。

　というのも、普段の美鈴の仕事は、主に朝から夕方までが門番の仕事。その後は少し休憩を取り、そしてフランドールの相手を深夜まで。それからまた休憩を取り、また門番。

　日によっては、午前中のみとなることもあった。そんな時は長い睡眠のあと、にフランドールの相手となる。

　しかしここ最近の予定は、早朝から屋敷の掃除を中心に、メイドたちの仕事を。また、壊れた箇所の修理（主に白黒の魔法使いとパチュリーの研究が原因）。その間は妖精たちに自分の仕事を任せ、それを夕方まで。しばらく体を休めた後は、一晩中、屋敷の外の見回りである。屋敷の見回りが夜になった理由は、フランドールが目を覚ます夜に屋敷の中を動くと面倒になるから、というためのもの。だから夜は外、ということになった（実際は、夜間ということであっさりと外に出てきたのだが）。

　そんなフランドールを可哀想に思ったらしい、彼女の友人たちは、時間帯をその日の気分で適当に決め、遊びに来るということをしていた。自分が見回りをしている時に訪れ、そして昼頃には帰る。フランドールが眠る時間がそれぐらいだから、だろう。それでも遊んでやれない美鈴は、嬉しさと申し訳なさを感じていた。

　しかし、それも今日までのこと。咲夜が帰ってくれば、自分の仕事時間は元通りとなる。また、フランドールの遊び相手にも戻ることができるのだ。

　……正直、弾幕だけは勘弁して欲しいところだが。

　さて仕事に行こうとしたその時、窓の外に緊急用の閃光弾が上った。これは、自分たちの力ではどうしようもない侵入者が現われた時に打ち上げろ、と妖精たちに持たせたものだ。普段は白黒や巫女しか来ないため、滅多と打ち上げることは無いのだが、しかし……

「めーりん、あれ何？」

「お嬢様、お下がりください。賊が侵入した模様です」

　小首を傾げるフランドールを離し、美鈴は目を細める。

「ぞく？」

「はい。すぐに片付けて参りますので、ご安心ください」

　言って、フランドールを下がらせた直後、美鈴はたんっ！　と強く床を蹴った。

　正面の窓を開き、手すりに足を掛けて一気に跳躍、屋敷の庭を一足飛びに越えて、すたっ、と門前に着地した。

「何者だ！　ここを紅魔館と知っての諸行か！」

　両手を握り締めて構えを取ったところで、

「…………あれ？」

　間抜けな声を上げたのはどちらだったか。お互い、相手の姿を認めると、気が抜けた。

「めーりん、どこ行ってたの？　こいつら、頭悪すぎ」

「チルノちゃん……？」

　ぼろぼろにやられた妖精兵たちの前には、氷の妖精チルノと、その友人、大妖精、リグル・ナイトバグ、ルーミア、ミスティア・ローレライ。そして、

「だから言ったでしょ。きっと居るんだから、少し待ちましょうって」

　冬にのみ現われる妖怪、レティ・ホワイトロックがいた。いずれも、フランドールの友人だ。

「話を聞こうとしないこいつらが悪いのよ。あたいはちゃんと話をしたわ」

　辺りを見回すと、そこかしこに見える氷の欠片。やられた妖精たちは二十、というところか。コタラーとシラリーもやられている。さすがに相手が悪かったようだ。

「紅隊長、こいつ、強いです」

「…………うん。でしょうね」

　何とも迂闊だった。普段、彼女らは自分が門番をやっている時にのみ来るものだから、妖精兵たちに彼女たちを通しても良いことを教えていない。

　そもそも、相手は妖怪ばかりだし、一番弱い大妖精でさえもそこいらの妖精よりも群を抜いて強い。そしてそれ以上に強いチルノが相手では、とてもではないが、敵うはずが無いだろう。しかも今は冬、下手すれば今のチルノはそこいらの妖怪よりは強い。

「ごめんなさい。一応は止めたのですけれど……」

　メンバーを代表して、レティが頭を下げる。いえいえ、こちらこそ失礼しました、と美鈴も頭を下げ、さ、どうぞ、と中に通した。

「ほ、紅隊長！　なぜ通すのですか？！」

　驚いている、怪我の酷いコタラーを抱き上げ、溜め息混じりに告げる。

「言わなくて悪いね。彼女たちはフラン様のご友人なのよ。今後は自由に通してあげてね」

　と、言ったものの、コタラーは既に聞いていなかった。顔は、ものすごく赤面していた。そして周りの妖精兵たちも、自身の怪我のことは忘れて、ニヤニヤと嫌らしい目つきでコタラーを見つめていた。この少し後、同僚たちから、からかわれるであろうことは、想像に難くない。

「さ、みんな。もう上がっていいわよ。今日は疲れたでしょ？　ゆっくり休んで頂戴ね」

　兵士の詰め所にコタラーを運び込み、妖精たちに声を掛ける。妖精達はやはり中のメイド妖精同様、すぐ様散って行った。やれやれ、と苦笑を洩らす。

「あら、ご苦労様、美鈴」

　不意打ちだった。

　ここ数日の間まるで聞かなかった声が、不意打ちのように聞こえてきた。

　美鈴は、鈍い動きで振り返る。

「ただいま、美鈴」

　メイド長、十六夜咲夜その人だった。

「さ、さささささ………咲夜、さん」

「あら。おかえりの一言もなしなの？」

「あ、いえ、お、お帰りなさい！」

　直立し、美鈴は咲夜と向き合う。

　どうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしよう……

　美鈴は混乱していた。まだ陽も昇っていないのに、まさかこんなに早く帰ってくるとは思わなかった。しかも余所見をしている時に話しかけられて、完全に予想外だった。心の準備をする暇もなかった。なんて格好悪い！

　しかし、数日振りに見る咲夜さんは綺麗だなぁ。なんだかドキドキして、声がうまく出ないや。

「ねぇ、美鈴」

「は、はい！」

　背筋を伸ばし、だらしなく緩んでいた顔を引き締める。危なかった、咲夜さんは見てなかったけれど、見られてたらやばかった。

　そんな美鈴の心中を他所に、咲夜は持っていたバッグから、マフラーを取り出し、はい、と渡す。

「え？」

　美鈴には、咲夜の意図がわからない。

「もう冬でしょう？　そろそろ寒さが酷くなってきたから、受け取って頂戴。まぁ、貴方にはあまり必要ないかもしれないけれど……」

「と、とととととんでもないです！　貰います、頂きます！　あ、ありがとうございます！！」

　受け取ったマフラーを首に巻きつけ、美鈴は感謝の言葉をひたすらに送り続ける。それに対する咲夜の反応は困った様子でありながら、嫌そうではない。

　そうしてしばらく門前で話し合っていると、不意に美鈴が、マフラーにあるものを見つける。アルファベットで書かれた、自分の名前。

「あれ？　咲夜さん…これ……？」

　咲夜の言葉を否定する美鈴は、首に巻きつけたマフラーを握り締め、豪語する。

「全然綺麗ですし、綻びなんかもないし、そ、それにすっごく暖かいです！　店に出しても売れます！　むしろわたしが買いますから！」

「そ、そう……？」

「はい！」

　友人の思わぬ勢いに気おされ気味の咲夜だったが、それでも素直に褒めてもらったことが嬉しくて、力を抜いて微笑んだ。

「ありがとう」

「い、いいえっ！」

　ふんわりと柔らかく微笑む咲夜の顔を見て、美鈴は自身の苗字に恥じぬほどに、真っ赤になった。

　硬直して赤面。美鈴は幸せに浸っていた。しかしはた気づき、つい尋ねる。

「あの～、もしかして、これ作るために休暇を？」

　それに対する咲夜の答えは、肯定だった。

「ええ。色んな人に配りたかったし、それには休みでも取らないと時間が足りないでしょ？　時を止めてもいいのだけれど、どの道作り方がわからないしね。それに最近、ちょっと疲れが溜まっていたから、それなら休暇を貰って、体を休めつつ、プロの先生にお願いしようと思ってね。全部出来たのは、本当、ついさっきだったけれど……言わなかったかしら？」

「ええと……たぶん、聞いていないと思います」

　浮かれていたので、はっきりとした自信はないが。

「そう、ならごめんなさいね。まぁ、そういうわけだし、これから館内の方たちにも配ってくるわね」

　すっと、美鈴の横を切り、門を潜る咲夜。「あっ」と小さな声を洩らした美鈴は、咲夜がそのまま歩いていく姿を見送る形になる。

――やっぱり、お嬢様のところに行くのかな？

　うっすらと思い浮かんだ事に、美鈴は少し、胸が締め付けられる。

　認めたつもりである。なけなしの勇気と愛を以って、あの二人の関係を認めたはずである。この想いはきっとあの人の邪魔になるだろうからと告げてはいない。だが、無くなったわけでもない。

　やはり、辛い。

　見てもらえないのは、辛い。

　ならば、声に出さずとも、この想いの丈を少しでも伝えるのは、どうだろうか。

　その考えに至ったとき、

「咲夜さん！」

　美鈴はその咲夜の名を呼んでいた。

「なにかしら？」

　ゆっくりと、咲夜が振り返る。その顔には、疲れと、少々の疑問の色が浮かんでいる。

「あ、あの……っ！」

　言うべきか。言うまいか。

　僅かな時間の中で、美鈴は葛藤する。これは主に対しても、親友と呼べるメイド長に対しても、酷い裏切りだ。

　それでも、やはり自分に嘘をつくのにも、もう嫌だ。

　迷った末に、美鈴が選んだものは。

「…………………チルノちゃんたちが、来ています。妹様の友人として。冬の朝は、陽が昇るのが遅いでしょう？　昇る頃には帰る約束になっているので、屋敷内で見つけても、そっとしておいて下さい」

　親友としての、自分だった。

「そう、わかったわ。でも、あの氷精も大変ね。よりにもよって、妹様の相手だ何て」

「それが、何時の間にか入っていたんですよ。本当、何処から入ったんでしょうかね。お蔭で、わたしは自分の仕事に専念できていますけれど」

「本当、あなたもお疲れ様。明日になったら、あなたも休暇をとって、しばらく休んでね」

「どうも、有難う御座います。それと、マフラーも」

　だらりと垂れるマフラーの端を持ち上げて、咲夜に示す。その動作に、咲夜は小さく微笑むと、軽い足取りで屋敷の中へと歩いて行った。多分、他の人たちに配った後に、主の下へと向かうのだろう。

　正直に言えば、悔しい。それが本心だ。

　けれど、自分のために咲夜を裏切るのは嫌だ。主のレミリアを裏切るのも、同じくらい嫌だ。

　二人の間にいきなり入り込み、想いを告げるのは卑怯だと想う。たとえするにしても、せめて、レミリアには堂々と宣告してからにしたい。

　そんなことをすれば、殺されるかもしれないが。

「…………っはは」

　力の無い笑みが零れる。

　いつの間にか、咲夜の姿はもう無かった。

　壁際に体をもたれ掛け、大きく息を吐く。そして一言。

「あ～あ、フられたわけじゃないのになぁ～。いやぁ、おんなじことかなぁ？」

　呟いてみる。息苦しさだけが、胸を支配した。

　と、そこへ。

「ほ、紅隊長！」

「ん？」

　強張った表情のコタラーが、小さな包みを持って現われた。その顔は、例えるならトマトだろうか。そういえば、自分用の食料庫にトマトがあったのを思い出した。なんの料理にしようか、考える。

「あの……よかったら、これ！」

　美鈴の心中も知らず、コタラーは包みを渡す。中を明けるまでもなく、匂いと手触りでクッキーだということが判明した。

　コタラーは口早に続ける。

「ほ、紅隊長、ここ最近忙しそうでしたから。だから、その、えっと…つ、疲れた時には、甘い物がいいかな、と……」

「疲れた時……？」

　オウムのように、言われた言葉を、口の中で反芻する。

　疲れた……そうか。疲れていたのか、自分は。そうだ。きっとそうだ。ならばこれも、こんなことを思ったのも、きっと疲れのせいに違いない。疲れた時は、普段の自分なら思いつかないようなことも考えてしまうものだ。うん。

「はい。駄目、でしょうか？」

　自信の無さ気なコタラーの声も耳に入らず、美鈴は少しの間、自分の考えを捨てることにした。

　たまにはいいだろう、こんな変わった考えを持っても。

「コタラー」

「はい。…………ふぇっ？！」

　美鈴は、全身の力を抜いて、コタラーに身を預けた。

「ごめん、疲れてるみたい。ちょっとの間だけ、こうしてて」

「は、ははははは……」

　はい、という言葉が口から出てこない。コタラーは赤面しながら、この幸福を味わっていた。

　よかった。本当によかった。仲間内から笑われつつ、からかわれつつ、応援され、勇気を出して手作りクッキーを渡しに着てよかった。作ったのは昨日だとか、そういうことは気にしないで、今は勇気を出した自分を褒めよう。

　沸騰している頭で、コタラーは思った。よく頑張った、自分！

「はぁ……」

　一方の美鈴は、呆れていた。自分の「らしくなさ」に。

　こんなのは自分らしくない。わかっている。そんなことは解っている。しかし、どうにも体も心も、これ以上動いてくれそうに無い。きっと疲れているからだ。だからこそ、自分はこんなにも自分らしくないのだ。少し、休もう。そうしたらきっと、また元の自分に戻るはずだから。

　そう、心の中で誰にとも無く言い訳して、もう主の部屋へと向かったと思われる親友を想った。

